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１. はじめに 

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装は，供用に際しあらゆる外的条件の影

響からひび割れやわだち掘れなどの破損をきたす．

その中でも流動によるわだち掘れの形成は，近年の

車両の重量化から特に問題視されている． 

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装の流動によるわだち掘れのメカニズム

は，ｱｽﾌｧﾙﾄが夏季の高温時に粘性を増すことにより

軟化し，トラックなどの重量の大きい輪荷重が作用

することにより形成される．しかし，わだち掘れ形

成過程におけるｱｽﾌｧﾙﾄ内部の挙動に関する研究は少

ない．そこで本研究では，耐流動性評価試験として

広く用いられているホイールトラッキング試験（以

下，WT 試験）を用い，わだち形成過程におけるｱｽﾌｧ

ﾙﾄ内部の挙動を画像解析により計測した．特に本研

究において，わだち掘れ形成過程におけるｱｽﾌｧﾙﾄ内

部の骨材挙動メカニズムを，時間変化における骨材

の位置に注目し解析を行った． また本研究では，わ
だち形成時の供試体平面および断面の骨材の挙動の

関連性を知るとともに，骨材挙動のメカニズムを明

らかにし，補修時期とわだち掘れ抑制対策を検討す

ることも考えている．  
２．実験方法 

今回使用した供試体は，舗装走行実験場の一部を

掘削したものであり，供試体寸法は，300×300×150

㎜である．舗装体の構成は，表層が密粒度ｱｽｺﾝ(13)

で 50 ㎜，基層が粗粒度ｱｽｺﾝで 100 ㎜である．また供

試体内部の挙動を知るため，予め供試体を半分に切

断しておいた．図-1 に WT 試験概略図を示す．また

WT 試験の設定は，試験法便覧に準じ行い接地圧を

62.5N/㎝ 2，走行速度を 42 回/min とした．試験時の

室内温度は，夏季を仮定した 60℃とに設定した．写

真撮影は試験開始から 15 分後，30 分後，60 分後，

90 分後と合計 4回行った．また供試体断面の接着 

を防ぐため，厚さ 1㎜のｼﾘｺﾝｺﾞﾑｼｰﾄを予め挟んでお

いた． 

３. 結果および考察 

 (以下，横断方向(Cross direction )を C，縦断方

向を(Longitudinal direction)を L，深さ方向(Depth 

direction)を D とする．)図-2 に WT 試験開始から
各計測時間における供試体表面および断面の骨材挙

動を示す． 
まず供試体表面の解析は，供試体切断部から

半分について行った．供試体表面の骨材移動量

は (a)で大きく，(b)で一時的に小さくなり，(c)，
(d)で再度大きくなっている．骨材の移動範囲
は，全体的に見るとわだち中央部の骨材はほと

んど動かず，わだち中央から両端の骨材が大き

く動いている． (a)においてわだち中央から C
で両端に 10㎜～20㎜程度離れた範囲の骨材の
移動量が大きなった．一方 (b)， (c)， (d)ではわ
だち中央から C で両端 30 ㎜程度離れた範囲の
骨材の移動量が大きくなりわだちの進行に伴

い骨材の移動範囲が拡大している。 

 断面の解析結果も表面と同様で，骨材の移動量は 
(b)で一時的に小さくなっている．骨材の移動方向が，
計測時間によって異なっていることが分かる．まず(a)
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図-1  WT 試験概略図 
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において，移動方向はわだち中央を中心として放射状

になっており，骨材の移動範囲も大きい．一方(b)では，
輪荷重作用部の骨材のみが下向きに動いている．また

(c)，(d)ではCで 110㎜と 190㎜付近の骨材の移動量が
大きく，側方への流動が主体である．側方流動した骨

材の影響により，Cで 90㎜と 200㎜付近の骨材が供試
体表面に押し上げられ，わだちの両脇に隆起を形成し

ている．Dから見た骨材挙動範囲は，約-50㎜まで影響

しておりそれより下部の骨材にはほとんど影響がない． 
４．まとめ 

• わだちの影響は表層部のみである．  
• わだち形成時の供試体表面と内部の骨材の

挙動には相関性があることが分かった．  
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図－2 WT 試験による供試体表面および断面の骨材挙動 
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